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＜略歴＞ 

1980 年 3 月 神戸大学医学部卒 

 

卒業後のキャリアパス 

昭和５５年 ３月   神戸大学医学部卒業 

昭和５９年 ３月   神戸大学大学院医学研究科修了 (医学博士) 

昭和５９年 ４月   神戸大学医学部助手（生化学講座） 

昭和６０年１０月   米国 DNAX 分子生物学研究所に留学 

（昭和６２年１１月まで） 

平成 １年 ２月   神戸大学医学部講師 

平成 ２年 ９月   神戸大学医学部助教授 

平成 ６年 ４月   奈良先端科学技術大学院大学教授（細胞内情報学） 

平成１２年 ４月   名古屋大学大学院医学系研究科教授（細胞情報薬理学） 

平成１５年 ２月   名古屋大学高等研究院教授（兼任 24 年 3月まで） 

平成１５年 ４月   名古屋大学大学院医学系研究科附属神経疾患・腫瘍分子医学研究

センター教授（兼任） 

 

＜専門・研究対象＞ 

細胞生物学 生化学 神経科学一般  
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